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令和２年度周南地区防災訓練 

 

１ 日 時 令和２年 10 月 22 日（木）午後１時 30 分～3 時 00 分 

       ※あいにくの雨の中での実施となりました。 

２ 場 所 下松市大字末武下 620-1 下松市民運動場 

３ 主 催 光支部、下松支部、徳山支部、都濃支部 

４ 訓練参加者 58 名 

        山口県総務部消防保安課産業保安班 平川班長、梅迫主査 

        山口県ＬＰガス協会事務局     吉賀事務局長 

        ＬＰガス製造事業所        5 事業所 15 名 

        ＬＰガス販売事業所        ３７事業所 40 名   

５ 訓練概要 

（１）開会式  

 

保安委員会 桑原委員長         県消防保安課 平川班長、梅迫主査 
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（２）防災訓練 

 ①災害発生時の緊急通報・出動訓練 

  ○災害の発生を想定し、山口県ＬＰガス協会からの要請により緊急連絡及び出動 

  ○集合後、携行工具類の確認   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②災害発生後の流出容器回収訓練 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．実施日時 令和 ２ 年１０月２２日（木）　１３：４５～

２．実施場所 下松市民運動場

３．訓練内容 大雨による大規模災害が発生し、ＬＰガス容器が流出して埠頭で発見された。

発見者は県協会へ流出容器を発見した旨を連絡し、県協会は支部長へ、支部長

は会員へ容器回収を要請した。会員は出動し容器を回収した。

Ｂ充填所 　・１番員は、２、３番員へ容器回収を指示する。

　・出動者は緊急工具類を携行して現地へ出動する。

現　地 　・現地へ到着後、容器回収を行う。

　・容器の状態等を確認する。

　・出動者は充填所へ報告する。

１番員 　・回収容器を充填所へ持ち帰ることを指示する。

出動者 　・回収容器を充填所へ持ち帰る。

２番員 　・回収容器の状態等を報告する。

１番員 　・回収容器の保管を指示する。（支部長へ報告する。）

令和 ２ 年度　周南地区　ＬＰガス充填所・販売事業所　防災訓練

訓　　練　　概　　略

１.訓練の目的

　大規模災害が発生した場合、会員が一丸となり保安の確保に努める必要があり、支部の

組織による緊急通報・出動体制について具体的な対応ができるように訓練を実施する。

２.訓練想定

　大規模災害が発生したとの想定により、県協会から緊急出動要請を受けた各支部長は、

緊急連絡網により支部会員へ緊急連絡を行うと共に出動要請を行う。支部会員は、連絡網

により緊急連絡事項を伝達するとともに緊急工具等を携行して緊急出動を行う。

３.訓練内容

県協会 　10:00　大規模災害発生による緊急出動要請を各支部長へ行う

　　　　　（電話及びＦＡＸによる出動要請）

支部長 　・県協会より緊急出動要請を受け、緊急通報連絡系統により支部会員へ通報

　　して出動要請を行う。

支部会員 　・支部長より緊急出動要請を受け、緊急通報連絡系統により各々通報する。

　・緊急工具類を携行し、集合場所へ出動する。

訓練会場 　　　：　　　　　集合

緊急通報・出動訓練　実施要領
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③災害時の臨時簡易シャワー設備の設置訓練（徳山支部） 

一昨年から３度目の訓練で、今年度は更にパワーアップされています。 
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（完成） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）閉会式 

 

 

 

 

 

 

 

（県消防保安課 平川班長）        （保安委員会 桑原委員長） 

 


